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おきのしま�

今津小学校閉校式�

◆人口   16,921(-27)人　男   8,029(-14)人　女   8,892(-13)人　世帯数   7,385(+2)戸 

（平成19年3月1日現在、カッコ内は前月比）�
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町政運営基本方針�

平
成
19
年
第
１
回
隠
岐
の
島
町
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
松
田
町
長
は
町
政
の
基
本
方

針
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

本
町
の
財
政
状
況
は
、
行
財
政
改
革
の
努

力
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
財
源
不
足

の
状
況
か
ら
脱
し
き
れ
ず
、
経
常
収
支
比
率

や
実
質
公
債
費
比
率
な
ど
の
財
政
指
標
は
い

ず
れ
も
危
険
ラ
イ
ン
の
ま
ま
推
移
し
て
い
ま

す
。将

来
に
わ
た
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
確

保
を
図
る
た
め
、「
行
財
政
改
革
実
施
計
画
」

に
沿
っ
た
着
実
な
改
革
の
成
果
の
も
と
、「
行

政
の
効
率
化
・
ス
リ
ム
化
」、「
事
務
事
業
の
見

直
し
」、「
財
源
の
確
保
」、「
財
政
指
標
の
改
善
」、

「
広
域
行
政
等
の
見
直
し
」
の
5
つ
を
柱
と
し

て
、
地
域
経
済
の
再
生
や
住
民
福
祉
の
向
上
な

ど
、
本
町
の
政
策
課
題
の
実
現
に
向
け
、
不
退

転
の
決
意
で
取
り
組
み
ま
す
。

本
年
度
は
、
現
在
策
定
中
の
「
観
光
振
興

計
画
」
に
基
づ
き
、
観
光
を
基
軸
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
視
点
に
立
ち
、
観
光
隠
岐
の
認
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企
業
誘
致
・
雇
用
・
定
住
対
策
に
つ
い
て

は
、
大
変
厳
し
い
環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、

公
共
事
業
依
存
型
の
産
業
構
造
か
ら
脱
却
し
、

本
町
の
地
域
経
済
を
自
立
に
導
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
県
で
創
設
さ

れ
る
「
離
島
の
企
業
誘
致
支
援
制
度
」
等
を

有
効
活
用
し
て
、
産
業
の
創
出
と
企
業
誘
致

の
実
現
に
向
け
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

全
国
的
に
地
方
で
の
医
師
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
ま
す
が
、
本
町
に
お
い
て
も
医
師
確

保
が
益
々
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
医
師
確
保
に
つ
い
て
は

隠
岐
島
内
出
身
の
医
師
の
情
報
を
収
集
す
る

と
と
も
に
、
各
高
等
学
校
と
の
連
携
の
も
と

で
、
島
根
大
学
医
学
部
の
「
地
域
推
薦
入
学

制
度
」
な
ど
を
活
用
し
、
隠
岐
で
地
域
医
療

知
度
を
高
め
誘
客
対
策
に
更
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
ま
た
、「
ツ
ア
ー
デ
ス
ク
業

務
」
の
年
間
運
営
と
併
せ
、
組
織
の
法
人

化
も
含
め
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

交
通
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨
年

就
航
し
た
ジ
ェ
ッ
ト
便
が
、
島
民
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
に
よ
り
目
標
を
大
幅
に
上
回

る
成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
、
引
き
続
き

ジ
ェ
ッ
ト
便
の
就
航
が
決
定
し
ま
し
た
。

本
年
も
昨
年
同
様
の
高
い
目
標
を
掲
げ
、

航
空
機
の
利
用
促
進
に
精
力
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

隠
岐
航
路
に
つ
い
て
は
、
島
民
の
生
命

線
と
も
言
う
べ
き
航
路
の
安
定
運
航
を
図

る
た
め
、
隠
岐
汽
船
株
式
会
社
に
対
し
更

な
る
経
営
改
善
を
促
す
と
と
も
に
、
経
営

再
生
会
議
に
参
画
し
て
再
建
の
進
捗
状
況

を
掌
握
し
な
が
ら
、
島
民
並
び
に
観
光
客

の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
、
農
林
水
産

業
の
活
性
化
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

農
林
業
で
は
、「
地
産
地
消
」
の
徹
底
と
拡

大
を
、
水
産
業
で
は
、
漁
場
環
境
の
整
備
や

漁
業
資
源
の
維
持
増
大
に
努
め
、
観
光
産
業

と
の
連
携
の
も
と
に
水
産
物
需
要
の
拡
大
を

図
り
、
隠
岐
の
水
産
加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

を
育
て
る
地
域
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
教
育
、
産
業
、
福
祉
、
医
療
等
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
、
多
彩
な
人
材
育
成
を
展
開

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
本
町
の
将
来

を
託
す
に
相
応
し
い
人
材
を
育
成
す
る
た
め

に
、
学
社
融
合
の
学
習
活
動
を
推
進
し
、
特

に
青
少
年
の
健
全
育
成
や
地
域
リ
ー
ダ
ー
の

養
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

一
昨
年
、
県
に
お
い
て
「
竹
島
の
日
を
定

め
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
竹
島
問
題
に
一

石
が
投
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
世
論
が
高
め
ら

れ
、
そ
の
波
紋
が
徐
々
に
広
が
り
を
見
せ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。「
竹
島
領
土
権
確
立
隠
岐

期
成
同
盟
会
」、「
竹
島
問
題
研
究
会
」
等
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
早
期
に
平
和
的
な

解
決
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
引
き
続
き

国
・
県
へ
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

を
担
う
人
材
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

隠
岐
病
院
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
隠
岐
広

域
連
合
に
「
隠
岐
病
院
整
備
方
針
検
討
会
議
」

を
設
置
し
、
病
院
建
設
に
つ
い
て
鋭
意
検
討

を
続
け
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
災
害
や

犯
罪
等
か
ら
守
り
、
安
全
で
安
心
な
住
民
生

活
を
確
保
す
る
た
め
、「
隠
岐
の
島
町
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、
円

滑
な
施
策
を
推
進
す
る
体
制
や
基
盤
の
整
備

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
国
民
保
護
計
画
に
伴
う
体
制
整
備

や
道
路
・
港
湾
・
下
水
道
等
の
生
活
基
盤
の

整
備
な
ど
も
、
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
隠
岐
を
誇
り
に
思
う
『
隠
岐
び
と
』
の
心

財
政
状
況
と
財
政
健
全
化
、

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み�

●
観
光
振
興
と
離
島
交
通
対
策�

●
地
域
医
療�

●
安
全
・
安
心
・
快
適
な
地
域
づ
く
り�

●
竹
島
領
土
権
確
立
へ
の
取
り
組
み�

●
人
材
育
成�

●
産
業
の
振
興
と
企
業
誘
致
、

　
　
　
　
　
雇
用
・
定
住
対
策�

交通基盤のさらなる利便性向上に努めます

昨年11月に行われた国民保護訓練の様子

昨年、西郷中学校生徒による総合学習の一
環として行われたプレゼンテーション

引き続き領土権確立に向けて活動します

「
自
主
自
立
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て

「
自
主
自
立
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て�

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み�

「
自
主
自
立
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て�

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み�
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平成19年度予算�

平
成
19
年
度
の
町
の
予
算
が
３
月
定
例
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
�

一般会計当初予算一般会計当初予算�140億7,800万円�一般会計当初予算�
（特別会計予算　69億4,956万円）�

140億7,800万円�

【自主財源】�

27億4,636万円(20%)�

町税、各種手数料など、町

が直接収入する財源。�

�

【依存財源】�

113億3,164万円(80%)�

国や県により交付されるも

ので、使途の制限がないも

のと制限付きのものがあり

ます。現在比率が８割に達

しており、文字通り財源を

依存している形になってい

ます。�

歳入歳入�歳入�

隠
岐
の
島
町
平
成
19
年
度
予
算
�

自
主
・
自
立
に
向
け
て
積
極
的
な
行
財
政
改
革
を
推
進
�

【義務的経費】�

78億3,891万円(55%)�

人件費、公債費など、支

出が義務的で任意では削

減できない経費�

�

【投資的経費】�

12億6,894万円(10%)�

普通建設事業費、災害復

旧事業費など、支出の効果

が以降何年かに及ぶ経費�

�

【その他】�

49億7,015万円(35%)�

上記以外の経費�

歳出歳出�歳出�

その他�
2億6千万円�

繰入金�
3億6千万円�

使用料及び手数料�
2億円�

分担金及び負担金�
3億9千万円 

譲与税及び交付金�
3億3千万円�依存財源�

80.4%

自主財源�
19.6%

地方交付税�
72億4千万円�

町債�
21億5千万円�

町税�
14億9千万円�

国県支出金�
16億円�

財産収入�
4千万円�

　
平
成
19
年
度
の
当
初
予
算
は
一
般
会
計
が
１

４
０
億
７
，
８
０
０
万
円
で
、
前
年
と
比
較
し

て
３
・
８
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
地
域
振
興
基
金
の
新
規
造
成
（
10
億

円
）
と
実
質
公
債
費
比
率
の
高
騰
抑
制
の
た
め

の
起
債
繰
上
償
還
（
５
億
４
，
０
０
０
万
円
）
、

県
知
事･

県
議
会
議
員
及
び
参
議
院
議
員
の
選
挙

経
費
（
３
，
９
０
０
万
円
）、
及
び
保
育
所
建
設

費
補
助
金
（
２
億
９
，
７
０
０
万
円
）
な
ど
を

予
算
計
上
し
た
た
め
で
、
こ
れ
ら
特
殊
な
要
因

を
除
け
ば
前
年
よ
り
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
す
。�

　
本
町
の
財
政
は
、
町
税
等
の
自
主
財
源
が
非

常
に
乏
し
く
、
地
方
交
付
税
や
国
県
の
補
助
負

担
金
に
財
源
の
多
く
を
頼
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

国
県
の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
国
の

歳
出
抑
制
を
受
け
、
公
共
事
業
費
の
縮
減
を
は

じ
め
と
す
る
行
財
政
改
革
に
よ
る
歳
出
全
般
の

抑
制
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
特
に
、
町
村
合

併
時
か
ら
の
比
較
で
は
組
織
の
再
編
に
よ
る
、

人
件
費
や
物
件
費
の
削
減
が
進
み
予
算
規
模
は

縮
減
し
て
い
ま
す
。�

�
�
【分担金及び負担金】�
・・・保育所の保育料、給食
費、老人ホーム入所措置負担
金など�

【使用料及び手数料】�
・・・公共施設の使用料と、
住民票交付などの手数料�

【財産収入】・・・町の財産
を売った代金や、基金の利子
など�

【繰入金】・・・基金（貯金）
などから一般会計に繰り入れ
た額�

【地方譲与税】・・・国税と
して徴収され、そのまま地方
へ配分される税�

【地方交付税】・・・所得税、
法人税、酒税などの国税から
地方へ配分される税�

【国庫支出金】・・・国から
の特定事業のための補助金�
【地方債（町債）】・・・地
方自治体の借金�

【扶助費】・・・生活保護費、
児童手当、児童扶養手当など
福祉の法令に則って支給され
る費用�

【補助費】・・・各種団体に
対する負担金、補助金など�

【繰出金】・・・一般会計と
特別会計、または特別会計ど
うしで支出される費用�

目的別の歳出内訳�
●農林水産業費�

9億0,647万円（6.4%）�
農業委員会、畜産、土地改良、林業
基盤、水産振興、漁港管理・建設、
水産基盤整備など�

●商工費�
1億9,798万円（1.4%）�

商工総務・振興、観光、自然保護
など�

●土木費�
6億6,130万円（4.7%）�

土木、道路新設改良・維持、河川管
理・改良、港湾管理、空港対策、住
宅建設、都市計画、下水道など�

●消防費�
4億0,619万円（2.9%）�

常備消防、非常備消防、消防施設維
持管理、水防など�

●教育費�
8億3,525万円（5.9%）�

教育委員会、学校管理・建設、公民
館、文化会館、文化財保護、図書館、
体育施設、奨学金など�

●公債費�
42億6,070万円（30.3%）�

町債（借金）の元金・利子の返済、
及び一時借入金の利子など�

●議会費�
1億0,878万円（0.8%）�

議員・事務局職員の人件費、議会運
営や議会広報発行など�

●総務費�
15億3,418万円（10.9%）�

一般・人事・庁舎・公有財産等の管
理、企画、広報、戸籍、選挙、徴税、
統計、電算、地籍など�

●民生費�
29億3,406万円（20.8%）�

社会福祉、障害者福祉、高齢者福祉、
国民年金事務、児童福祉、保育所、
乳幼児等医療、公園管理など�

●衛生費�
12億0,583万円（8.6%）�

衛生総務、生活習慣病対策、母子保
健、診療所、環境衛生、斎場、ゴミ、
し尿など�

●労働費・災害復旧費・諸支出金・予備費�
10億2,726万円（7.3%）�

雇用促進対策、中小企業、基金への
積み立て、不測の支出に備えての費
用など�

上水道事業（企業会計）� 6億3,697万円�

中財産区� 79万円�

合計� 63億1,259万円�

老人保健医療� 20億4,588万円�

へき地診療所事業� 4,846万円�

駐車場事業� 1,679万円�

訪問看護事業� 2,683万円�

簡易水道事業� 2億9,838万円�

下水道事業� 13億7,889万円�

国民健康保険施設勘定� 5億0,236万円�

会　計　区　分� 予算額�

国民健康保険事業勘定� 19億9,417万円�

町民一人あたりの歳出予算額�特別会計（9会計）及び水道事業企業会計�

83万1,983円�
（前年比＋4万5,374円）�

※人口16,921人として（平成19年3月1日現在）�

●借金の返済(公債費)�
　町民１人あたり�
●保育所運営費(私立5、公立6、へき地3)�
　運営費�
　園児１人あたり(601人)�
●小学校運営費(11校)　　 �
　児童１人あたり(800人)�
●中学校運営費(６校)　　　 �
　生徒１人あたり(489人)�
●ごみ処理費　　　 　　　　�
　１世帯あたり�
●高齢者対策�
　高齢者福祉費�
　高齢者(65歳以上)1人あたり�

�
・・・・・・・・・・25万1,799円�

�
・・・・・・・・・・・・・・6億8,310万円�

・・・・・・113万6,605円�
・・・・・・・・1億4,449万円�
・・・・・・・18万0612円�

・・・・・・・・1億0,237万円�
・・・・・・・20万9346円�

・・・・・・・・・・・・2億2,271万円�
・・・・・・・・・・・・3万0,158円�

�
・・・・・・・・・・10億0,981万円�

 ・・・・・27万1,491円�

1人あたり・1世帯あたりの、生活に身近な予算�

維持補修費�
1億円�

その他�
10億6千万円�

投資的経費�
12億7千万円�

繰出金�
8億2千万円�

物件費�
13億円�

補助費�
16億9千万円�

扶助費�
11億6千万円�

人件費�
24億2千万円�

公債費�
42億6千万円�

義務的経費�
78億4千万円�

その他経費�
　49億7千万円�



7
わがとこしっとこ�

6
ニュースフラッシュ�

隠
岐
広
域
連
合
で
は
、
現
在
隠
岐
病
院
産
婦

人
科
で
診
察
を
受
け
て
い
る
妊
婦
や
そ
の
家
族

を
対
象
に
、
4
月
以
降
の
出
産
へ
の
対
応
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
2
月
18
日
（
日
）
に
隠
岐
の

島
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

昨
年
の
11
月
か
ら
、
産
婦
人
科
医
師
2
名
体

制
に
よ
り
島
で
の
分
娩
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
19
年
4
月
か
ら
は
、
再
び
1
名
の
み

の
医
師
派
遣
と
な
り
、
診
療
体
制
に
変
更
が
生

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
出
産
時
に
比
較
的
リ
ス
ク
の

低
い
妊
婦
に
つ
い
て
は
隠
岐
病
院
に
創
設
す
る

『
助
産
科
』
で
の
分
娩
、
そ
の
他
の
妊
婦
に
つ
い

て
は
本
土
で
の
分
娩
と
し
本
土
分
娩
に
掛
か
る

費
用
と
し
て
一
律
17
万
円
を
助
成
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
9
月
30

日
ま
で
の
分
娩
予
定
者
が
対
象
で
、
10
月
以
降

は
未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

3
月
10
日
（
土
）、
隠
岐
島
文
化
会
館
に
お
い

て
『
第
2
回
牛
突
き
ま
つ
り
』
が
行
わ
れ
、
約

１
３
０
人
が
講
演
会
や
写
真
展
等
を
通
し
て
隠

岐
牛
突
き
の
魅
力
を
探
り
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
ま
ず
、『
牛
突
き
覚
書
帖
』
著
者

の
神
村
信
幸
さ
ん
（
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
広
報

部
幹
事
）
に
よ
り
、
隠
岐
牛
突
き
の
ル
ー
ツ
や

変
遷
に
つ
い
て
、
著
書
執
筆
の
際
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

承
久
年
間
に
後
鳥
羽
上
皇
が
隠
岐
に
配
流
に

な
っ
た
際
に
上
皇
を
な
ぐ
さ
め
よ
う
と
始
ま
っ

た
と
さ
れ
る
隠
岐
の
牛
突
き
で
す
が
、
終
戦
後
、

役場放送室での録音風景です

隠
岐
の
島
町
防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
て
、

朝
6
時
30
分
と
夕
方
5
時
の
時
報
を
そ
れ
ぞ
れ

メ
ロ
デ
ィ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
3
月

1
日
よ
り
、
約
2
年
ぶ
り
に
曲
が
新
し
く
な
り

ま
し
た
。

演
奏
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
地
元
で
幅
広

く
音
楽
活
動
を
展
開
す
る
広
江
政
仁
さ
ん
と
、

町
内
出
身
で
隠
岐
島
前
高
校
教
諭
の
柴
原
容
さ

ん
で
す
。
ジ
ャ
ン
ル
は
違
い
ま
す
が
、
お
二
人

と
も
音
楽
に
か
け
る
情
熱
は
人
一
倍
。
休
日
を

利
用
し
て
演
奏
、
録
音
を
行
い
素
敵
な
作
品
が

完
成
し
ま
し
た
。

・
朝
…
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
（
柴
原
さ
ん
の
フ
ル

ー
ト
演
奏
で
爽
や
か
な
目
覚
め
を
。）

・
夕
方
…
隠
岐
の
風
（
広
江
さ
ん
の
自
作
曲
を

オ
ル
ゴ
ー
ル
風
に
ア
レ
ン
ジ
。
思
わ
ず
口
ず

さ
み
た
く
な
る
軽
快
な
メ
ロ
デ
ィ
で
す
。）

日
本
に
進
駐
し
た
連
合
国
軍
に
よ
っ
て
禁
止
さ

れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
興
味
深
い
話
も
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
隠
岐
牛
突
き
の
存
続
の
仕
組
み
を

担
い
手
の
活
動
に
着
目
し
て
研
究
さ
れ
た
、
名

古
屋
大
学
大
学
院
の
石
川
菜
央
さ
ん
に
よ
る

「
隠
岐
に
お
け
る
闘
牛
の
担
い
手
と
社
会
関
係
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
の
研
究
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

牛
の
飼
い
主
と
綱
取
り
と
の
信
頼
関
係
や
そ
れ

を
支
え
る
地
域
の
関
わ
り
。
隠
岐
に
長
期
間
滞

在
し
、
人
々
と
の
交
流
を
通
し
て
取
材
し
た
研

究
成
果
に
は
、
隠
岐
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ
て

も
新
鮮
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

伝
統
あ
る
隠
岐
の
牛
突
き
、
そ
の
歴
史
や
支

え
る
人
た
ち
の
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
観

戦
す
る
と
、
よ
り
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
見
え
て
く

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

隠
岐
病
院
産
婦
人
科
の�

診
療
体
制
が
変
更
に
な
り
ま
す�

牛
突
き
の
魅
力
を
再
発
見�

　
〜
隠
岐
牛
突
き
ま
つ
り�

西
郷
中
学
校
修
学
旅
行
に�

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
！�

隠岐固有の植物�
オキタンポポを守れ！�

や
日
程
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
は
じ
め
と
し
た
活
動
状

況
に
加
え
、
パ
ソ
コ
ン
と
携
帯
電
話
の
サ
イ
ト

を
使
っ
て
、
そ
の
日
の
様
子
を
そ
の
日
の
う
ち

に
知
ら
せ
る
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
も
行

い
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
も
好
評
を
得
た
よ
う

で
す
。

中
で
も
、「
隠
岐
に
観
光
客
を
呼
ぼ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ｉ
ｎ
大
阪
」
と
題
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
活

動
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
隠
岐
の
島
町
の
観
光
産
業

が
低
迷
し
て
い
る
と
い
う
現
状
を
知
っ
た
２
年

生
が
、
隠
岐
の
島
に
観
光
客
を
誘
致
す
る
た
め

に
、
自
分
た
ち
に
も
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
と
い
う
思
い
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
実
行
に
移
す
ま
で
の
過
程
が
詳
し
く
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
中
学
生
な
ら
で
は
の

若
い
感
性
で
旅
行
プ
ラ
ン
を
練
り
、
自
分
た
ち

で
観
光
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
、
大
阪
天
神
橋
筋
商

店
街
で
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
様
子
は
見
る
者
を

ぐ
ん
ぐ
ん
引
き
込
ん
で
い
く
魅
力
に
溢
れ
て
い

ま
す
。

み
ん
な
の
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
し
て
取
り
組

ん
だ
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
大
勢
の
人
の
心

を
動
か
し
た
結
果
、
今
回
の
受
賞
に
結
び
つ
い

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

財
団
法
人
全
国
修
学
旅
行
研
究
協
会
が
主
催

す
る
第
6
回
修
学
旅
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
テ

ス
ト
に
お
い
て
、
西
郷
中
学
校
2
年
生
の
修
学

旅
行
に
関
す
る
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
、
大
賞
で
あ
る
「
文
部
科
学
大
臣
奨

励
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
修
学
旅
行
で
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い
る
全
国
の
学
校
が
、

修
学
旅
行
の
取
り
組
み
の
内
容
や
そ
れ
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
か
な

ど
を
競
う
も
の
で
、
今
回
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
の

は
全
国
５
１
４
校
。
そ
の
中
か
ら
、
西
郷
中
学

校
が
見
事
最
優
秀
賞
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

西
郷
中
学
校
で
は
、
平
成
18
年
9
月
4
日
か

ら
7
日
に
か
け
て
、
2
年
生
64
名
が
京
阪
神
へ

の
修
学
旅
行
に
で
か
け
ま
し
た
。
そ
の
際
、
総

合
的
な
学
習
と
し
て
「
隠
岐
の
島
観
光
Ｐ
Ｒ
活

動
」
を
行
い
、
そ
の
取
り
組
み
を
中
心
に
、
修

学
旅
行
の
様
子
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
成
。
こ
の
度
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
た
も

の
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
修
学
旅
行
の
テ
ー
マ

っ
て
分
布
を
拡
大
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
、
日
本
の
在
来
種

と
比
べ
種
子
が
小
さ
く
遠
く
ま
で
飛
ば
せ
る
上
に
、

あ
ま
り
季
節
を
問
わ
ず
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
出

来
る
た
め
、
急
速
に
勢
力
を
拡
大
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
生
育
の
危
機
が
迫
り
つ
つ
あ
る

オ
キ
タ
ン
ポ
ポ
を
守
ろ
う
と
、
島
根
県
や
地
元
公

民
館
・
自
然
保
護
グ
ル
ー
プ
等
を
中
心
に
、
セ
イ

ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
の
抜
き
取
り
活
動
も
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

隠
岐
の
貴
重
な
自
然
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ん
も

身
近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

春
、
野
原
や
道
端
な
ど
至
る
と
こ
ろ
で
見
か
け
、

親
し
ま
れ
て
い
る
花
〝
タ
ン
ポ
ポ
〞。
日
本
に
は
、

何
種
類
も
の
タ
ン
ポ
ポ
が
あ
り
ま
す
が
、
隠
岐
に

し
か
な
い
種
類
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

そ
の
名
も
〝
オ
キ
タ
ン
ポ
ポ
〞
で
す
。

オ
キ
タ
ン
ポ
ポ
は
、
萼
（
が
く
）
の
部
分
が
細

く
、
わ
ず
か
に
黒
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
外

来
種
の
〝
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
〞
は
、
萼
（
が
く
）

が
大
き
く
開
き
反
り
返
っ
て
下
を
向
く
の
に
対
し
、

オ
キ
タ
ン
ポ
ポ
の
萼
（
が
く
）
は
開
か
な
い
の
が

特
徴
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
近
年
に
な
り
、
隠
岐
に
も
、
繁
殖

力
の
強
い
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
が
侵
入
、
増
殖
し

て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
オ
キ
タ
ン
ポ
ポ
の
生
育
が

脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
に
島
根
県
が
隠
岐
に
お
い
て
分
布

調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ

は
、
西
郷
港
付
近
や
人
口
の
多
い
市
街
地
に
広
く

分
布
が
認
め
ら
れ
る
ほ
か
、
白
島
海
岸
な
ど
の
観

光
地
や
宿
泊
施
設
、
車
の
往
来
の
多
い
国
道
沿
い

な
ど
で
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
車
と
人
の
往
来
に
密
接
に
関
わ

セイヨウタンポポ
萼（がく）が大きく開き反り返っ
て下を向く

●西郷中学校ホームページ
http://fish.miracle.ne.jp/saichu/

自分たちで作成したポスターを
使ったプレゼンテーション

（平成18年8月）

オキタンポポ
萼（がく）の部分が細く、開かな
いのが特徴

ふれあいセンターで行われた説明会の様子

朝
・
夕
時
報
の
チ
ャ
イ
ム
が�

2
年
ぶ
り
に
新
し
く
な
り
ま
し
た�
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まなびのひろば�

今回の元気印は、蔵田（油井の隣の集落です）地区で、地域のみんなで立ち上げ、「アワビの食べ放題」等の企画で
奮闘する『海鮮蔵ごっつぉーさん』のみなさんです。

蔵田地区は現在、11世帯32人が暮らす小さな集落ですが、目の前に広がる海
の向こうには島前の島々が見える夕陽の絶好ポイントです。ここでは、町村合併
の話が出始めた頃から、「郡部の小さな集落は見捨てられる」等、地域の存亡に
ついての危機感が高まるようになりました。そこで、「昔から蔵田のアワビは有
名。アワビの食べ放題でもやれば人が来るかもしれない」という発想から、平成
14年、地域のみんなが立ち上がり、現在の『海鮮蔵ごっつぉーさん』が誕生しま
した。地区集会所を会場に、会員が水揚げした新鮮な魚介類を会員が調理し、も
てなします。サザエ、アワビの他にメカブや神葉等、メニューも盛だくさんで、
島外のお客さんはもちろん、島内の方にも大好評。代表の黒川幸治（区長）さんは、実はⅠタ

ーン者ということですが、この地区を愛し、積極的にみんなを引っ張ります。「隠岐は都会に比べて物価は確かに高い、でもこ
んな新鮮なものを食べることができる、これはある意味本当にぜいたくです。」と黒川さん。また、「この活動を続けることは、
何かと苦労もあるけど、ひとつのことにみんなで力をあわせて取組むことにより、その結束がとても強くなった。」小さな集落
のこの熱い取り組み、この強固な地域のスクラムが、益々地域のみんなを元気にし、地域の結束を固くしていくんだなぁと感
心しました。『海鮮蔵ごっつぉーさん』はマイペースで着実に進みます。がんばれ『海鮮蔵ごっつぉーさん』！
【お問合せ　隠岐の島町都万支所　地域振興課℡6-2311】

第１２回�
かいせんぐら�

隠岐の島町教育委員会�
TEL    ０８５１２-２-２２０６�
Mail   okidogo@mx.miracle.ne.jp

「世間桜（よのなかざくら）」（県指定天然記念物）の開花時期です。「世間桜（よのなかざくら）」（県指定天然記念物）の開花時期です。

図書館をご利用ください
隠岐の島町図書館では新規登録される方をお待ちしてい
ます。図書館に登録すると、島内にお住まいの方であれば、
一人１０冊まで本を借りることができます。また、１０冊
のうち３点まで、ＣＤやビデオなども借りられます。
現在隠岐の島町図書館の登録者数は７，０４８人で、人
口の約４１％の方が登録されています。まだ図書館のカー
ドを作っておられない方はぜひご登録をお願いします。

◎赤ちゃんも登録できます
図書館のカードは０歳からでも登録できます。図書館に
は児童用図書が約２万冊あります。小さなお子さんが楽し
める本もたくさんありますので、ぜひご利用ください。

◎新一年生になられた方
小学校に入られた新入生の皆さん、図書館には楽しい

読み物、学校の勉強に役立つ本があります。楽しい本の
紹介もできますのでどうぞご利用ください。

◎ご転勤で隠岐に来られた方
隠岐にご転勤などで来られた方、図書館には地域の資

料もたくさんあります。隠岐の島町の情報収集に、ぜひ
図書館をご利用ください。

教育委員会事務局移転について
教育委員会事務局は、現在の隠岐の島町総合体育館から、磯小学校に統合し平成１８年度末閉校となる今津小学
校に４月中旬頃移転します。
新事務所は、「隠岐の島町総合学習センター」の名称で開設し、歴史・文化資料等の展示をするほか、５月１日に
は、不登校児童・生徒を支援する「教育支援センター」の設置も予定しています。

みんなでつくる図書館
先日、島根女子短期大学教授の堀川照代氏を講師にお

招きし「聞く力と読む力の育ちの一助となるために」と
いうテーマで読み聞かせ等ボランティア講座が開催され
ました。子どもの読書に関わるボランティアの方やその
他興味のある方々が参加され、講演後には、ボランティ
アさんたちによるストーリーテリング（お話の語り）の
発表等もありました。
図書館ではボランティアを随時募集しています。読み

聞かせ等に興味のある方は図書館までご連絡ください。
お待ちしております。

隠岐の島町立図書館�
　電  話  08512－2－2341　�
　F A X　08512－2－9198　�
　メール　s-tosho@mx.miracle.ne.jp　�
�

●開館時間　10時～18時�

●閉 館 日　(月曜日・第3日曜日・祝日)　�
　※祝日が月曜、第３日曜と重なった�
　　場合は翌日も閉館�

ふたり展の藤野みほ子さん
「ＮＨＫおしゃれ工房」月間賞受賞
昨年11月、藤野孝夫・みほ子ふたり展を開催しました。
その際、展示していた「しまうさぎのひな祭り」とい

うテーマの石絵の作品がこのたび、雑誌「ＮＨＫおしゃ
れ工房」2月号の月間賞に選ばれました。
図書館には、現在も藤野さんから頂いた人形を飾って

おり、子ども達にたいへん好評です。まだご覧になって
いない方はぜひご覧ください。

平成１９年度より指定管理者制度（※）に基づき、隠岐島文化会館／隠岐の島町総合体育館／隠
岐の島町運動公園を（財）隠岐の島町教育文化振興財団（谷村文男理事長）が指定管理者として、
施設管理運営業務を行うこととなりました。
施設利用の手続き等は基本的に変更ありませんので、今後とも有効に

ご活用ください。
※指定管理者制度とは？ 指定管理者制度とは、文化施設、福祉施設、体育施設、

公園施設など町民の皆様の健康や福祉のために町が設置
している公共施設の管理運営を、民間事業者等の団体に
行っていただくことにより、サービスの向上や経費の節
減を図ろうとする制度です。

隠岐の島町教育委員会と島前３か町村教育委員会は共同出版で「隠岐の文化財」

を年１回発刊しています。

今号の内容は、隠岐での黄砂の観察、新種の海藻紹介、島後における中近世城館

跡、隠岐の古書の読み下し文等９稿です。

取り扱いは隠岐堂・服部・隠岐島後観光協会・隠岐郷土館で行っています。

4月1日～指定管理者制度を導入します

中
村
上
元
屋
地
区
の
集
落

か
ら
西
北
の
山
腹
に
あ
る
建

福
寺
跡
か
ら
さ
ら
に
5
分
ほ

ど
登
山
道
を
行
く
と
2
本
の

桜
の
大
木
が
見
え
て
き
ま

す
。
こ
れ
が
世
間
桜
で
す
。

こ
の
桜
は
一
方
は
男
桜
と

い
わ
れ
樹
高
約
15
m
、
白
色

の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
も
う

一
方
は
女
桜
と
い
わ
れ
樹
高

約
12
m
、
花
は
薄
紅
色
で
す
。

樹
齢
は
お
よ
そ
６
０
０
年
、

樹
種
は
江
戸
ヒ
ガ
ン
の
一
種

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
存
在
は
江
戸
時
代
の

書
物
「
隠
州
視
聴
合
紀
」
に

も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
開
花

す
る
年
は
豊
年
で
あ
る
と
伝

え
ら
れ
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
思
い
出

（
国
際
交
流
員
　
　
曹
　
建
紅
）

中
国
の
春
節
（
正
月
）
休
み
を
利
用
し
て
私
の
夫
と

小
学
２
年
生
の
娘
が
隠
岐
の
島
町
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

２
人
は
初
め
て
の
フ
ェ
リ
ー
に
大
は
し
ゃ
ぎ
で
写
真
を

た
く
さ
ん
撮
っ
て
い
ま
し
た
。
滞
在
中
、
私
の
用
務
先

に
娘
も
連
れ
て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
飯
田
小
学

校
で
は
５
年
生
と
餃
子
作
り
を
し
ま
し
た
。
昼
休
憩
の

サ
ッ
カ
ー
で
汗
を
た
く
さ
ん
か
き
ま
し
た
。
大
久
小
学

校
で
は
地
域
の
方
・
子
ど
も
た
ち
と
そ
ば
打
ち
を
体
験

し
ま
し
た
。
娘
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
私
は
そ
ば
が
お
い
し
く
て
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ

ま
し
た
。
西
郷
小
学
校
で
は
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
２
日

間
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
給
食
で
は
日
本
の
食
事

の
マ
ナ
ー
を
教
わ
り
ま
し
た
。
娘
も
語
文
（
中
国
の
国

語
）
の
本
を
使
っ
て
音
読
を
披
露
し
ま
し
た
。
言
葉
の

壁
を
乗
り
越
え
て
身
振
り
手
振
り
で
理
解
し
合
う
姿
、

娘
の
笑
顔
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
最
後
に

娘
は
「
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
ま
た
、
日
本
の
小
学
校
の
様
子
を
自
分
の
目
で

見
ら
れ
て
、
良
い
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

必
ず
、
国
の
友
達
に

伝
え
ま
す
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

町
長
さ
ん
を
は
じ

め
、
温
か
く
私
た
ち

家
族
を
受
け
入
れ
て

下
さ
っ
た
隠
岐
の
島

町
の
み
な
さ
ん
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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2
月
25
日
（
日
）
小
路
集
会
所

で
「
わ
が
と
こ
知
っ
と
こ
講
座
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
肌

寒
い
日
で
し
た
が
、
40
数
名
の
小

路
地
区
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
会

場
は
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
隠
岐
の
島
町
の
公

民
館
分
館
と
風
待
ち
海
道
倶
楽
部
が

主
催
で
、
隠
岐
の
島
に
関
す
る
全
般

的
及
び
分
館
が
設
置
さ
れ
て
い
る
地

区
の
歴
史
・
自
然
・
文
化
に
係
わ
る

こ
と
を
学
習
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

講
義
は
、
前
半
が
「
隠
岐
騒
動

と
廃
仏
毀
釈
」
、
後
半
が
「
願
満

寺
と
小
野
篁
」
と
い
う
地
元
に
伝

わ
る
歴
史
の
お
話
で
し
た
。

は
じ
め
の
「
隠
岐
騒
動
と
廃
仏
毀

釈
」
で
は
、
隠
岐
騒
動
に
至
っ
た
経

緯
と
関
わ
っ
た
島
民
の
動
向
に
つ
い

て
の
詳
し
い
説
明
、
こ
の
事
件
が
社

会
的
に
事
件
後
も
評
価
さ
れ
続
け
て

い
る
こ
と
な
ど
の
紹
介
が
あ
り
、
廃

仏
毀
釈
と
当
時
の
仏
教
界
の
社
会
的

背
景
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
の
話
も

あ
り
ま
し
た
。

次
の
「
願
満
寺
と
小
野
篁
」
は

地
元
の
名
刹
と
関
係
し
た
歴
史
的

人
物
を
取
り
上
げ
て
の
話
で
、
古

の
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
話
に
も
、
地
元
の
人

物
名
や
屋
号
な
ど
が
出
て
く
る
の

で
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
大
変
興
味

深
く
受
講
し
ま
し
た
。

2
月
2
日
（
金
）
中
村
保
育
園

で
、
一
日
早
く
節
分
の
鬼
退
治
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
も
、

こ
の
日
に
向
け
て
鬼
の
面
作
り
や
、

昔
か
ら
伝
わ
る
節
分
の
行
事
に
つ

い
て
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

当
日
、
遊
戯
室
に
鬼
退
治
用

の
豆
を
準
備
し
て
い
る
と
、
突

然
怖
い
鬼
が
現
れ
、
子
供
た
ち

は
大
慌
て
。

し
か
し
、
鬼
と
言
え
ば
「
桃
太

郎
」
で
す
。
り
り
し
い
姿
の
桃
太

郎
が
、
イ
ヌ
・
サ
ル
・
キ
ジ
を
お

供
に
連
れ
て
鬼
退
治
の
応
援
に
来

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
武
良
な
ら
で

は
の
「
サ
ザ
エ
マ
ン
」
も
登
場
し
、

怖
い
鬼
を
退
治
し
た
の
で
し
た
。

こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
鬼
退
治
に
子
ど

も
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。
子
供

た
ち
は
、
鬼
が
二
度
と
入
っ
て
来

な
い
よ
う
に
玄
関
や
テ
ラ
ス
か
ら

「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」
と
声
高
ら

か
に
豆
ま
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

さ
ざ
え
村
を
中
心
に
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
で
す
。

2
月
19
日
か
ら
22
日
の
4
日
間
、

布
施
児
童
館
で
、
毎
年
恒
例
の
竹
細

工
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
心
者
の
方
、
毎
年
参
加
さ
れ
て

い
る
方
、
遠
い
道
の
り
を
来
て
下
さ

っ
た
方
な
ど
、
総
勢
10
名
程
の
参
加

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
い
4
日
間
と
な
り
ま
し

た
。最

初
は
竹
ひ
ご
作
り
か
ら
始
め
ま

す
。
竹
細
工
に
と
っ
て
一
番
大
事
で

気
を
使
う
作
業
で
す
。
皆
さ
ん
真
剣

な
表
情
で
、
慎
重
に
作
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。

竹
ひ
ご
作
り
の
後
は
、
い
よ
い
よ

編
ん
で
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
思
い
思
い
の
作
品
を
作
り
は
じ
め

ま
し
た
。
一
本
一
本
竹
ひ
ご
を
編
ん

で
い
き
、
徐
々
に
姿
を
現
す
作
品
を

見
て
、
小
さ
く
う
な
ず
い
た
り
、
小

首
を
傾
げ
た
り
、
竹
細
工
の
楽
し
さ

や
難
し
さ
を
実
感
し
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
初
心
者
の
方
も
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
最
終
日
に
は
作
品
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
続
け
て
行
く
予
定
で
す
の

で
是
非
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

3
月
4
日
（
日
）、
大
津
久
地
区

に
あ
る
カ
タ
ク
リ
群
生
地
及
び
周
辺

道
路
の
美
化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
西
郷
や
五
箇
か
ら
の
参
加
者

も
含
め
、
総
勢
22
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
自
然
維
持
活
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
い
た
だ
い
た
方

を
交
え
て
の
初
め
て
の
取
り
組
み
で

し
た
が
、
多
数
の
皆
様
の
ご
協
力
を

得
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
の
進
む
地
域
に
こ

そ
、
後
世
へ
残
す
べ
き
自
然
が
た
く

さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
手
入

れ
を
す
る
こ
と
は
地
域
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
者
に
よ
る
協
力
が
必
要

で
す
。
今
年
は
、
他
の
地
域
で
も
4

回
の
自
然
維
持
活
動
を
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
役

場
都
万
支
所
地
域
振
興
課
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

カ
タ
ク
リ
の
花
は
、
例
年
で
す
と

4
月
上
旬
に
見
頃
を
迎
え
ま
す
が
、

暖
冬
の
影
響
で
早
め
に
な
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
春
の
陽
気
に
ド
ラ

イ
ブ
が
て
ら
、
小
さ
く
可
憐
な
花
カ

タ
ク
リ
を
観
に
お
い
で
下
さ
い
。

豆を持ってみんなで鬼退治

「桃太郎一座」は地域の皆さん



13
給与・定員管理の公開�

12
給与・定員管理の公開�

隠岐の島町職員の給与・定員管理等を公表します�



15
行事予定�

隠岐いぐり凧まつり�
10：00～�
（隠岐の島町総合�
運動公園）�
島根県知事選挙・�
島根県議会議員�
一般選挙�

磯小学校開校式�
10：30～�
（磯小体育館）�

第2回布施の山伏�
マラニック�
7：30～�
（布施地区）�

年金相談�
9：30～12：00�
（ふれあいセンター）�
�
人権相談�
13：00～16：00�
（文化会館）�

年金相談�
13：00～16：00�
（ふれあいセンター）�

隠岐法律相談センター�
（要予約）�
12：30～14：30�
（文化会館）�

しゃくなげ祭�
～5月13日まで�
（予定）�
（五箇 村上家�
しゃくなげ園）�

全隠岐陸上選手権大会�
（隠岐高校グラウンド）�
�

　前回大会の時に、隠岐の島町内の小学生888名全員が「応援メッセージ」の手紙を書き、事前に選手に宛
てて出しました。「隠岐のあわびはおいしいです」「疲れたときは水若酢神社の水を飲めば元気が出ます」
子供達からの手紙をそっとポケットに忍ばせて走った人、返信手紙でのコース上で出会う約束を心待ちにス

タートを切った人、大きな紙にゼッケン番号を書いて夜も明け
きらぬコース上でじっと待ち続けた女の子・・・子供達が一生
懸命書いた文字と素直な言葉が大人の心を揺さぶり、大会後も
その交流は続いています。観光を機軸に生きていく道を選んだ
隠岐の島町において、いつしか忘れかけていた「もてなしの心」
を子供達が思い出させてくれた気がします。しげさ節のフレー
ズ「隠岐は絵の島、花の島、里にゃ人情の花が咲く」の通り、
すべての来訪者に心温まる場面を提供してあげる事を心より願っ
ています。�

　現在、参加者エントリー受付中！申込締切は4月23日までです。�

14
公民館コーナー�

『
第
5
回
ク
ヌ
ギ
の
森
に
あ
る
も
の
』
を

2
月
10
日
（
土
）
に
隠
岐
島
文
化
会
館
で
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
約
34
人
の
子
供
た

ち
が
隠
岐
そ
ば
打
ち
・
そ
ば
ダ
シ
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
久
見
加
工
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

を
お
迎
え
し
、
そ
ば
打
ち
の
実
演
や
指
導
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
生
地
が
破
れ
苦
戦
し
な
が
ら

も
、
講
師
の
方
々
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら

頑
張
っ
て
そ
ば
を
打
ち
ま
し
た
。

ダ
シ
作
り
で
は
サ
バ
の
焼
け
る
い
い
香
り

に
「
今
す
ぐ
サ
バ
を
食
べ
た
い
。」、「
自
分
も

サ
バ
を
焼
き
た
い
。」
な
ど
と
元
気
な
声
が
飛

び
出
し
、
と
て
も
楽
し
い
隠
岐
そ
ば
作
り
に

な
り
ま
し
た
。

昼
食
に
は
、
自
前
の
そ
ば
の
味
に
舌
づ
つ

み
、
何
回
も
お
か
わ
り
す
る
子
も
い
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
手
編
み
の
マ
フ
ラ
ー
に
も
挑
戦

し
ま
し
た
。

2
月
21
日
、
卯
敷
集
会
所
で
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
郷
土
料
理
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師

に
卯
敷
在
住
の
小
新
テ
ル
マ
さ
ん
を
迎
え
、

テ
ル
マ
さ
ん
の
故
郷
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
は
、
パ
プ
リ
カ
や
ト
マ

ト
な
ど
を
使
っ
て
お
り
、
と
て
も
色
鮮
や
か

で
し
た
。
ま
た
、
隠
岐
に
な
い
食
材
も
あ
り
、

参
加
し
た
人
は
珍
し
そ
う
に
の
ぞ
き
こ
ん
だ

り
、
調
味
料
な
ど
の
味
見
を
し
て
、「
こ
の

味
だ
っ
た
ら
日
本
の
物
で
も
代
用
で
き
る

ね
」
な
ど
と
話
し
な
が
ら
楽
し
く
料
理
を
作

り
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
を
食
べ
る
の
は
初
め
て

と
い
う
方
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
み
な
さ

ん
「
美
味
し
い
！
」
と
評
判
は
上
々
で
し
た
。

講
師
の
方
を
中
心
に
郷
土
料
理
や
子
育
て

の
こ
と
な
ど
、
色
々
な
話
に
花
が
咲
き
、
と

て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
会
食
を
楽
し

み
ま
し
た
。

〜
自
分
で
作
っ
た
隠
岐
そ
ば
を
食
べ
よ
う
〜�

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
郷
土
料
理
教
室�

教えてもらいながら挑戦！

早く焼けないかな？

郷土料理の紹介会食の様子
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一
・
月
・
一
・
話

先
日
、
気
象
庁
が
発
表
し
た
桜
開
花
予
想
日
の
一
部

に
誤
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
テ
レ
ビ
等
で
大
々
的
に
報

道
さ
れ
ま
し
た
。

〝
世
の
中
に
　
た
え
て
さ
く
ら
の
　
な
か
り
せ
ば

春
の
心
は
　
の
ど
け
か
ら
ま
し
〞

（【
訳
】
こ
の
世
に
桜
が
な
け
れ
ば
、
春
の
人
の
心
は

「
い
つ
咲
く
の
か
」
と
待
ち
焦
が
れ
た
り
、「
咲
い
た
」

と
は
し
ゃ
い
だ
り
、
散
り
ゆ
く
桜
を
惜
し
ん
だ
り
と
、

気
を
揉
む
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
に
。）

在
原
業
平
（
古
今
和
歌
集
よ
り
）

こ
の
歌
か
ら
も
、
日
本
人
が
、
古
来
よ
り
、
他
の
花

と
は
一
線
を
画
し
、
桜
に
対
し
特
別
の
想
い
を
持
っ
て

接
し
て
き
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

厳
し
い
冬
を
耐
え
、
一
斉
に
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る

桜
。
そ
の
様
子
は
、
春
の
到
来
を
告
げ
る
希
望
の
象
徴

と
し
て
、
そ
の
見
事
な
美
し
さ
と
と
も
に
、
私
た
ち
の

心
を
惹
き
付
け
ま
す
。

今
号
で
紹
介
し
た
「
世
間
桜
」
の
開
花
も
間
近
で
す
。

長
い
年
月
、
こ
と
さ
ら
自
己
主
張
す
る
訳
で
も
な
く
、

山
の
中
で
凛
と
し
て
静
か
に
咲
く
そ
の
姿
に
も
、〝
日
本

の
心
〞
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
中
）

本
と
音
楽
の
あ
る
空
間
を
演
出�

　
ス
プ
リ
ン
グ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト�

3
月
7
日
（
水
）、
隠
岐
の
島
町
図
書
館
を
会
場

に
し
た
2
回
目
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
る
〝
ス
プ
リ

ン
グ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
〞
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
演
者
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
有
志

の
皆
さ
ん
。「
よ
り
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、
図
書
館
の
良
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
。」
と
、

図
書
館
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
な
っ
て
企
画
し
た
も

の
で
す
。

ピ
ア
ノ
、
マ
リ
ン
バ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
3
楽

器
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
の
数
々
や
、
演
奏

に
あ
わ
せ
た
詩
の
朗
読
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
、
図
書
館
な
ら
で
は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
大
好
評
。

子
供
か
ら
大
人
ま
で
約
60
名
の
来
場
者
が
、
春

の
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

演奏と朗読に耳を傾ける来場者

春告草�春告草�
旧
西
郷
中
学
校
跡
地
（
老
人
会
館
前
）
に
咲
く
紅
梅
で
す
。

旧
西
郷
中
学
校
跡
地
（
老
人
会
館
前
）
に
咲
く
紅
梅
で
す
。�

明
治
明
治
6
年
、
こ
こ
に
小
学
校
が
設
置
さ
れ
た
同
じ
年
に
植
樹
さ
れ
、

年
、
こ
こ
に
小
学
校
が
設
置
さ
れ
た
同
じ
年
に
植
樹
さ
れ
、�

樹
齢
は
約

樹
齢
は
約
1
3
0
年
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

学
校
は
す
で
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年
変
わ
ら
ず
鮮
や
か
な
花
を
咲

学
校
は
す
で
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年
変
わ
ら
ず
鮮
や
か
な
花
を
咲
か
せ
、

か
せ
、�

卒
業
生
の
思
い
出
と
共
に
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
思
い
出
と
共
に
生
き
続
け
て
い
ま
す
。�

旧
西
郷
中
学
校
跡
地
（
老
人
会
館
前
）
に
咲
く
紅
梅
で
す
。�

明
治
6
年
、
こ
こ
に
小
学
校
が
設
置
さ
れ
た
同
じ
年
に
植
樹
さ
れ
、�

樹
齢
は
約
1
3
0
年
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

学
校
は
す
で
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年
変
わ
ら
ず
鮮
や
か
な
花
を
咲
か
せ
、�

卒
業
生
の
思
い
出
と
共
に
生
き
続
け
て
い
ま
す
。�


